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オスマン朝期カイロの一参詣書写本

ーシュアイピーのKittibyashtamil 'ala Dhikr man dufina bi-Mi$r 

ωα－al-Qtihira min al-Mu!J,addithfn wa-al-Awliyti’wa-al-Rijtil 

wa-al-Nisti’をめぐって一

大稔哲也

1. はじめに

カイロの郊外には，現在も「死者の街」と通称される広大な墓地区が展開し

ているo より精確に言えば「死者の街」とは， 歴史的に大小カラーファ地区

al-Qaraf a al-K ubra, al-Qaraf a al-$ughra，ナスル門外の墓地と速なりつつあっ

たサフラ一地区などから構成される地域を指し，さらに，大小カラーファ地区

はムカッタム山と旧都フスタートに東西を，旧カイロとハパシュ湖に南北を画

され，サフラ一地区は城塞の北東にナスル門外から連なる墓地区をも包摂する

形で伸長していたo現行の行政区域名に照らすと，ハリーファ， ミスル・ア

ル・カディーマ，ダッラーサなどに相当する。
あまた

筆者はこれまで，西暦 12～15世紀を中心に，この死者の街が移多の集団参詣

者を迎えて栄え，地区の建造物の荘厳さも頂点を極めてカイロ＝フスタート社

会に不可欠な役割を果たしていたことを詳らかにしてきた。りその結果，同地

区は単に聖墓や一般の墓地区であったばかりでなく，週末や月夜の晩に女性・

子供を含めた集団の憩う「エジプトで最も著名な行楽地Jと化していたのであ

るo

この分析の際に筆者が主として用いた史料が，「参詣の書（kutubal・

ziyara）」と呼ばれる一群の書であった。これらは，当時みずから参詣グループ

Cta'ifaその場限りの一種の講）を率いて各墓の事践を解説して回っていた



おし

「参詣のシャイフ（御師， shaykhal-ziyara）」によって書き遣されたもので

ある♂参詣書自体はイスラーム世界各地に遍在しており， エジプト死者の街

に関してだけでも， 25点以上が著されたと恩われる03）しかし，エジプトへの

イスラーム到来（西暦7世紀〉から 15世紀までに限って言えば，そのうち僅か

4点のみが現存しているに過ぎない。その内容は，参詣の作法・心得から被葬

者の事蹟・逸話までを網羅しており，聖墓のカタロクeと言ってよい要素も含ま

れる。また，参詣のシャイフが実際にこれらの書を携行した可能性も認められ

る。4)

ところで， 15世紀以前のエジプトにおける死者の街，および聖墓参詣の実態

に関しては，筆者のものを含めそれなりの研究が現在蓄積されつつあるf し

かし，それ以降，特にオスマン朝統治期については研究がほぼ皆無といって良

い状態が続いている。その要因は，何よりも関連史料の稀少さ，とくに同時代

の参詣書史料の欠落に求められよう。この欠を補い，研究状況を打開するため

の第一歩として，今回筆者はこれまでほとんど採り上げられることの無かった

オスマン朝統治期カイロの参詣書写本を紹介し，その内容検討を行ってみた

し、。

その参詣書写本とは，シュアイピー Shamsal-Din MuI:tammad b. Shu・ayb

b. 'Ali al・l:liiazial-Shu・aybial-Abshihi著のKitabyashtamil 'ala Dhikr man 

du Jina bιM~r wa-al-Qahira min al-Mu}Jaddithin wa-al・Awliya’wa-al-Rijal

wa-al-Nisa’（『フスタートとカイロに埋葬されたムハッディス，聖者，善男善女

についての記述を含む書J，以下，意味上は不自然であるが略号として， Yasht-

amilとする）である。

この一書の検討をもって，直ちにオスマン朝期カイロの聖墓参詣実態や死者

の街の全容解明に結びっくとは思われないが，そのための基礎的データを得る

べく，いわば史料の試掘を行ってみたい。これらの結果をもとに他史料を併せ，

今後，オスマン朝期の死者の街参詣については別稿にまとめ直したいと思う。

筆者自身はこのような研究の積み重ねによって，最終的には，現今のようなエ

ジプト聖墓参詣慣行の退潮へ至る転換期を確定するか，あるいは特定の転換期
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を持たぬ緩やかな変化の曲線を想定するべきなのかを吟味し，その上でこれら

の要因などを探ってゆきたいと考えている。さらに，現在エジプトにおいては

聖者崇敬のエネルギーが聖者生誕祭（マウリド）へと収赦していっているよう

に見受けられるが，その隆盛との関連の有無についても関心を保持している。

2.シュアイビーとその拳詣の害

】＇ashtamilはシュアイピー 1621年頃の著作であり，その存在についてはか

つてユースフ・ラーギプ氏がエジプト参詣曹について列挙する中で数行を費や

したに過ぎない。同氏自身はこの写本がカイロのアズハル図書館に存在するこ

とをその公刊蔵書目録から知ったとするが， c.プロッケルマンの著名な『ア

ラビア語書誌史』中の短評以上の関連情報は不明としているf管見の限り，こ

れが本写本に直接関連する唯一の紹介であった。

筆者は 1992年～1993年にかけて， この写本をアズハル図書館において実見

する機会を得て，これが参詣の書の系譜上にあると確信した。また，これまで

のところ，これが同書の現存する孤写本とされているo この写本が従来研究対

象とされてこなかった理由としては，まずアズハル図書館の厳重な保管状況，

そして今回調べてみると，この写本が別タイトルを冠した他写本の革ケース中

に紛れて保存されていたこと，さらに，この書が多く書写されることもなく，

当時・現代の双方の観点からしても，特筆するほど有用ではなかったこと等が

挙げられよう。

(1) 著者について

著者シュアイピーに関しては，前出のプロッケルマン，アズハル図書館の蔵

書目録， al-Zirikli，エジプト国立図書館（Daral・Kutubal-Mi~riya）蔵書目録

等に僅少データが見られるに過ぎないが，それすらも Yashtamil写本末尾の

記述に基づくものである。7）それによると， シュアイピーはエジプト・デルタ

のMaI:ialla出身，カイロ育ちで，シャーフィイ一法学派，アフマディーヤ教団

（スーフィー教団の 1つ）に属していた。
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本書以外にも数点の著作をものにしているが，ほぼ全て未校訂のままである

と恩われる08) そのうち筆者はエジプト国立図書館所蔵の 2点al・Ma'ani al-

Daqiqaとal-]awhar al-Faridの4写本を見分することが出来た。 両書とも

スーフイズム，タリーカ（ tariqa，教団）に深く関わるもので，とくにal-Ma

'aniの方はスーフイズムの実践面について詳述している。例えば，シュアイ

ピーはこの中でしばしばズィクル（踊りを伴うアッラーの称名）とハドラ Cl:ia

gra，ズィクルの会合）に言及する。そして，これらの場面でナキープ（naqib,

師）はフカラー（fuqara＇，ここではスーフィーを指す）がズィクル集会直後に水

を飲むのを控えるようにすべきであるなどと諌言している。なぜなら，水は体

を衰弱させて視力を弱め，祉の火とズィクルの熱を消すというのである。また，

悪魔が血中をめぐるゆえ，若者逮を一つ部屋のもとで寝せてはならないとも付

け力日える09) 

著述年代についてであるが，奥付によると Yashtamilは1030A.H.Jumada

λkhira月11日／1621A.D.に著了され， 3年後の 1033年MuJ::iarram月15日

にマンスーリー病院図書室 (Maktaba al・Bimaristan al-Man~uri) の教師

(mu’addib al-atfal)‘Ali b. 'Amru al・Sha'rawiによって書写されている。一

方， al-Ma'aniは1021/1612年に著了されたのち，‘Alib. AJ::imad al-Man~uri 

によって書写されていたo al-]awahirの3写本についても調べてみると，各々

1040/1631年， 1063/1652年， 1128/1715年の日付を持つoこの場合，最古の日付

1040/1631年が著者の筆了時なのか，写本の書写年代なのかは再磁忍を要する。附

また，シュアイピーの経歴を知る手懸りの一つに，彼が Yashtamilの中で

al・Habnasi(al・Bahnasiの誤りか？）をその師（shaykh-na）と呼ぶ一節がある

ことが挙げられる。しかし，この人物に関して，これ以上一切の情報は記され

ていない。II)

ところで，筆者は別の側面から，近現代のスーフィー教団関連の史料・研究

書について調べてゆく過程で，同時期に活躍した著名なアフマディーヤ系教団

の一つに al-Shu'aybiyaal-A~madiya があり，しかも，その祖が Shams al-Din 

Mu~ammad b. Shu'ayb al-Shu・aybi(1630年頃没）であるという J.S.Trimi-
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nghamのリスト（典拠不明）に行き当たった。 F.de Jongは同教団の祖に別人

(Ibrahim al・Shu'aybi,d.1796 approx.）をあてるが，パクリー (1870～1932

年）のKitab al-Turuq al-$U.β：ya bi-al-Diyar al-Mおriya中の記述の方が正しい

と見倣し， Yashtamil写本に見えるアフマディーヤ教団との関わりなども含め

て判断するならば，これが Yashtamilの著者シュアイピーと何らかの関連を

持っと筆者は推測している。ω今後さらなる調査を進めたい。

(2) Yashtamilの内容と構成

Yashtamilは計298葉からなり，全般として著者は名前を挙げた故人の埋葬

場所については，必ず言及しているo ここで以下に，】＇ashtamilの構成を一瞥

してみよう。

まず，序文の後，「カイロとその諸地区に埋葬されたムハッディス（mul:)ad-

dithun）聞とその子孫に関する記述Jが始まる。そして，サイイダ・ナフイーサ

に代表される， Fatimab. Sa'd al-Khayr, Asiya Ukht Yazidなど 17名の「カ

イロに居住した慎み深いムハッディサ（mul:)addi that）女性の善行の記述」が

それに続く。さらに，「カラーファに埋葬される信仰と善行のムハッディサ女性

(13名）」に「大小カラーファに埋葬されるハディースを伝えない女性」 58名

などが附加される。

次に，「二つのカラーファの諸部族」に関しても 39以上が記述されるo そし

て，預言者（ムハンマド）の伝記と美質，戦闘やその妻などに関する記述が続

くが，その後に， ミスルへ埋葬された諸部族に関する記述を含む。また，「第3

章（bah）で‘その卦報について述べなかった人々に関する記述」も行われ，諸部

族の人々のカラーマ（karamat奇蹟・美質），ウラマーの事蹟がそれを追う。

第5章は「カイロとその墓所に埋葬されたムハッディスに関する記述」で，

62名が項目立てられていた。ここで著者は，エジプトの歴代王朝史〈ムスリム

のエジプト征服からファーティマ朝まで）をも概観する。さらに，「カイロ等の

墓地に埋葬されたムハッディスでない者たちに関する記述Jにかなりの葉数を

費やした後，結章へと導かれる。
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以上の紹介のみでは，部分的に章数なども認められ，堅固な構成が想像され

るかも知れないが，実際のところ全体の章立ては必ずしも明瞭ではなく， トー

タルな構成への意欲とバランスへの配慮は弱い。また，著者自ら序数を挙げて

人名を列記している場面でも，基本的な数字の誤りが見られる。

(3）参詣書としての Yashtamil

著者シュアイピーは彼以前に執筆された他の参詣書を多く参照・引用してお

り，また自ら，それらの系譜を踏まえ，延長線上にあると明言していた。この

点については，次の一節に明白であろう。

「イプン・アッザイヤートはその書Kawakibal-Sayyaraにおいて，イ

プン・アン・ナースィフがその Mi~bii.IJ al-Dayajiで行なったのと異なる

ように述定した。そして，サハーウィーはその著作の中で，これらの著者

と異なる道を採った。一方， イプン・アル・ジャッパース lbnal-Jabbas 

はその著作の中で 10のタパカtabaqatに分述したが，その第4のタパカ

を完述することなく没した。この書はこれまでのところ最古のもので，こ

れに先立つものはない。 KitiibMurshid al・Zuwwarについて言えば，こち

らは参詣者の欲する有益な教訓と語りを集め，著者自身の考えを説明し

た。（これらに対して）私はこの本（Yashtamil)を一つのタパカに括り，

完全に役立つようにした。・・・」川

ここにみられる整理は年代順序に基づいておらず，現在の研究成果によれ

ば，各著者の没年はイプン・ウスマーン （Murshidal-Zuwwii.rの著者。 1218年

没），イプン・アル・ジャッパース（1161-1241年没？）ベイプン・アン・ナー

スィフ (1300年頃没），イプン・アッザイヤート (1412年没），サハーウィー

(1483年頃没）である。よってここには，むしろシュアイピーと各史料の近接

の度合いが示されているのかも知れない。そして，イプン・アル・ジャッパー

スのものを除いては現存する 4作品であり，オスマン朝初期にすでに後代へ残

る参詣書作品への評価がある程度定まっていたことを推測させる。さらに，近

年になってラーギプ氏によって訂正されたイプン・ウスマーンの年代不明ぷり
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がすでにこの頃から窺えるように思われる。

また，付言すると，別の箇所でシュアイピーは Yashtamil著述の理由を，「特

定の基に対する参詣者の知識を正すため」とも述べている。附

筆者はこれまでの研究の中で，参詣書史料は異なる時代の様々な立場からの
るつぼ

言説がその元の語り口を残したまま累積沈澱する増塙であると述べてきた。特

に，それ以前の参詣書からの豊富な引用部分に支えられていたのである017) 

Yashtamilもその例外ではなく，先行する 4参詣書のうち，引用を明言してい

る部分に限っても， Murshid を 2 箇所， Mi~bti!J を 14 箇所， Kawakib を 25 箇

所， Tu!Jfaを28箇所引用している。これらの引用は主として，写本の第 100葉

以前に集中しがちであり，例外として Tu!Jfaはそれ以降に引用される傾向に

ある。ここでは， Murshidの名を挙げての引用がきわめて少ない一方， Kaw-

akめからの引用が最も後代の Tu!Jfaと肩を並べるほど見られることが注目さ

れる。ただし，シュアイピーが TulJ,faからの引用と主張している箇所も，実際

にはMurshidからの再引用であったりするので注意を要する。

加えて，その執筆期から当然でもあるが， Yashtamilには以前の参詣書に

あまり見られなかったマムルータ朝後期のウラマーの名がみえて興味深い。そ

れらは al-MaqrizI(845/1442年没）， lbn I:Iajar al-'AsqalanI (852/1449年没）

や al・SuyutI(911/1505年没）らであり，特にイプン・ハジャル・アル・アス

カラーニーは言説の権威の拠り所として頻用されていた。

さらに重要と思われる点は， Yashtamilがこれまで紹介されたことのない，

恐らくマムルーク朝後期からオスマン朝期にかけての死者の街参詣の書を引用

していることである。それらの著者の内には，‘Abdal-?ahir, lbn al-Munirや

lbn al・Muballat らがおり， Yashtamilによると・Abdal-?ahirの書名はal-

Marsum bi-al-B14ira ft-man duβm  bi-al-Qiihira min Ahl al-Awriidであると

いう。則さらに，シュアイピー自身による別の参詣書al-Nashral-'.A~ir もたび

たび言及され，彼自身，その書の中で城塞下，ムカッタム山の麓からマタリー

ヤ al-Matariyaを北限とする地域に埋葬された主としてヒジュラ歴9～10世

紀の 2089人以上について記したとしている。ωそれに対して， Yashtamilで
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は，ハディースの保持者に焦点を絞って記述したとするのである020）このシュ

アイピーのもうひとつの参詣書al-Nashral-·A~ir の名はしばしば Yashtamil

の中にみえるものの，管見の限り，現在全く知られていない021) 

現場踏査の報告という観点から見ると， Yashtamilにも本人自ら参詣に赴い

た形跡が窺える。“墓の位置は南へ 14歩行ってから東へ何歩”，あるいは“（故

人は 895A.H.年没とされるが〉我々はその墓の上に記された没年が900年以

降であることを見つけた”といった記述は珍しくないのであるo また，“現在こ

うである，現在基は崩れて荒れている”といったように，当時の状況を示す記

述も豊富に見られるo

ただし，これ以前の参詣書に比較すれば，全般的にシュアイピーは自らの意

見を言う箇所が控えめであると言えよう。

(4）特徴と傾向

第一に， Yashtamilは著者自らも言うように，本著作中で要約する形にせよ，

ほぼハテeィースを求め伝える者に限定して参詣対象を集録していた。著者自身

によるとその内訳はハーフィズ〈コーラン暗唱者） 117人，聖者40人，フィタ

フ（法学）で知られる者 17人，その他ハディースを伝える者たちであると

いう 022）これはまさしくそれ以前の参詣書になかった斬新な試みであり，その

評価は別として，これゆえに本書が書かれ得たとすら言えよう。

第二に，これは第一の点の結果でもあるが， Yashtamilはそれ以前の『参詣

の書』に比べ，圧倒的に参詣手引き書として非実用的である。すなわち，地区

の各墓の配置に呼応して，埋葬された人物の事蹟をそこに連ねてゆくといった

スタイルを放棄し，ムハッディスであるか否かなどというより観念的な分類に

よって組み立ててゆくのである。故人の逸話も，ハディースを中心として知的

系譜に偏った，より定型的な記述に終始しているo ここに Yashtamilの新しさ

と，同時にトポグラフィー研究にとっての物足りなさが併存していると言えよ

う。したがって，ナスル門外のクルド墓地やスーフィーヤ墓地などを除いて，

参詣のハンドブック，歴史史料としての魅力には乏しいのであるが，この点は
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シュアイピーのもうひとつの参詣書al-Nashral-'.A~ir に実現されていた可能

性もある。

第三に，シュアイピーは知的系譜を大変重視する。この点はマムルーク朝後

期のサハーウィーの参詣書あたりからの趨勢であり，ハディースの伝承経路，

フィクフ（法学）や『クルアーン（コーラン）』を誰から学んだのか，あるいは

スーフィーの ijaza（免状）を与えた師の系図をたどることなどに大層熱心で・

あった。そして，本書の意図上も当然ながら，全般的にシュアイピーはハ

ディースの保持者と非保持者の区分を強調する傾向にあった。おそらく，彼自

身もハディースについてそれなりの造詣を誇っていたものと推察されるo

他の機会に筆者は，これ以前の四参詣書が，年代記などに記される言わば公

式のーそれにせよ，かなり民衆の語りを含むことが近年明らかになりつつあ

るがー歴史とはズレ，より民衆が受容していたところの「エジプト」史を反映

していることを検証してきた。それによればすなわち，参詣書は様々な立場の

エジプト人，そしてそこへ外部より眼差しを反映させていた者たちが複層的に

構想していた「エジプト」の歴史の全て，エジプト史のパノラマの相貌を見せ

ていたので、ある023) 

翻って Yashtamilについてみると，本書もやはりピラミッド，アイン・シャ

ムスの古代遺跡に頁を割いており，ファラオの妻アースィヤ，モーセ，イエス

の逸話や，アラブ・ムスリムのエジプト侵入にあたってのコプトとの取引，

ファーテイマ朝期の人肉食の記憶など，他の参詣書に描かれてきた「エジプト」

史が基本的にはここでもやはり反復されていると言える。制

また，庶民の語りをある程度反映しているのであろうか，マムルーク朝スル

ターン・パイパルスが逸話化されて登場するようになるのも Yashtamilの特

徴である。そこにあってパイパルスは庶民にも身近な歴史上の英雄へと改鋳さ

れている025）これは，当時人気を博していた語り者文学『パイパルス伝Sira

Bay bars』中に描かれるパイパルス像と民衆文化の地下水脈の一端で通底して

いた可能性を持つ。

同様に，アイユープ朝期サラーフ・アッディーンの下でのカイロ総督であっ
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たQaraqiishは現在に至るまで，民衆の間で語り物・戯作において典型的な

「敵役」の役割を担わせられ続けているが，本書にも地名に関連してなどその

名がみえている。そして，敢えて説明の要らぬ衆知の存在であったようにも窺

える。船

これ以外に Yashtamilの特徴として幾っか付け加えると，著者シュアイ

ピーはアラブ諸部族の情報への執着をみせ，また一般に詩を好んで引用する

が，（参詣慣行に関連する）口頭伝承の記載は少ない。そして，スーフイズムの

理念的・形而上的な側面を多く記し，逆に実践的な面は同書に稀であるo むし

ろ， この点は同著者の別著作al・Ma'anial・Daq匂aの方で捕われているものと

理解される。

イスラームの教え一般に関して言えば，著者は例えば断食について執鋤に描

いており，他の宗教色強い側面と相侠って，庶民を教え諭す意図をも担ってい

たと考えられるo この点は以前の参詣書にも，表現こそ多少異なれ窺えるもの

である。強いて言えば，これまでの参詣書の方がより逸話や物語の内容によっ

て読者を絡めとってゆく仕組みを有していたが，本書は故人が断食を守ってい

たかと、うかなど直哉的な表現を多く持つ。この辺りは，シュアイピーと教団形

成との関わりも含めて今後究明されるべきであろう。

加えて，このテクストは統計的データ処理の可能性を秘めている。それは生

没年，出生地，カイロへ学びに来た年，埋葬場所，知的系譜などに詳しいため

であるが，そこで描かれている典型的な一生とは，イスラーム世界各地に生ま

れ，学を求めてカイロに来て，後にそこで教鞭を取るようになり，死して死者

の街に埋葬される，といったものであるo

2.オスマン朝統治初期における死者の街研究ヘ向けて

(1) 死者の街の地誌

エジプト死者の街の地域確定に関して，】＇ashtamilは「カラーファとはアイ

ン・シャムスからトラー J'uraまでであるということで，歴史家たちは一致し

ている」と明言する027）これはシュアイピーの生きたオスマン朝エジプト統治
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初期における死者の街の南北限について語ったものと理解できる。その意味で

は，マムルータ朝期の史料にいうサフラ一地区もカラーファに含めて呼称する

現況に近い使用法がすでにみえていて興味深い。ただし，これが当時の一般的

用法であったのか，シュアイピーの個人的理解であったのかは判断し難い。ま

た（ムカッタム山の〉山麓（safl:l）地区にー塊の墓廟群があったことも，シュ

アイピーの他の記述から確認される028) 

他方，死者の街の歴史的変遷に関しては，大カラーファがフスタートの人々

の初期（特にヒジュラ歴 1～3世紀）の墓地として先行し，その後，小カラー

ファがムカッタムの山の端（dhayl）やその周辺の裾野（safp）から小カラー

ファの mashahidal－~al:taba にかけて展開したと述べる。また，イフシード朝

期（935～969年）にすでにサフフが栄え，ファーテイマ朝がal-Za'fran墓地を

建設したことも付け加えられている02.9）これらの通時的整理は現在考えてみれ

ば至極当然のものであるが，それ以前の参詣書には見られなかったものである030) 

オスマン朝初期の状・況については， al-Mujawin1n墓地（turba）とその周辺

を再建し，城塞からマタリーヤまでも再建が進んだと貴重な証言を残し

ている031) この両者ともマムルーク朝のサフラー地区に相当するものである。

これらの結果として， シュアイピーがIbnal・Muballat（前出）を引用して日

く，「ライダーニーヤ地区al-Raydaniyaから城塞までに 600のturba（墓廟・

墓地）と 15のmashhad（聖廟）， 19のjiha（墓地区），が4000の基を包摂して

ヒジュラ歴950/1543-4年までに建設された。その後，近年 (17世紀初頭）も埋

葬は続いている。J32）こちらも，サフラ一地区に該当する地区を指している。

さらに，ナスル門外からサフラ一地区にかけてのスーフィーヤ墓地とジュ

ユーシー墓地，サフラー地区のフシュカダム墓地と城塞聞などがマムルーク朝

後期に発展した様子が， Yashtamilに報告されている。叩このように，全般とし

て本書には，マムルータ朝後半からオスマン朝初期にかけての墓地の北東部展

開が如実に反映されているように，思われる。しかし，より南の大小カラーファ

側も旅行記等によればそれなりの繁栄を続けており，上の記述はシュアイピー

のYashtamilにおける関心の所在とも無縁ではないであろう。
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また，】＇ashtamilにはオスマン朝期に新設された建造物にも言及がみられ

る。例えば， 960/1552-3年建立の‘Abdal-Wahhab al-Sha'rawi修道場（ザー

ウィヤ）や lskandarBashaのジャーミー（会衆モスク）・タキーヤ（修道場）・

スィフリージュ（給水場） (963/1555-6年建立）などである。制

ムカッタム山自身も，依然として高い位置づけにあった。 Yash加milは（イ

スラーム世界中の）祈願（du‘a＇）が成就される場所として，アラフアート山，

カアパ神殿，エルサレムとともにムカッタム山の名を挙げることを忘れない。紛

墓地の荒廃とそこへの居住に関してもしばしば言及が見られ，特に「現在朽

ち果てている，荒廃している」との描写には事欠かない。エジプトにおける墓

地居住は近年の社会問題と化しているが，他の機会にも明らかにしたように，

これはよく指摘される知く現代に端を発するのみの現象ではない。期実際，

Yash加mil中にも「ザーウィヤ（修道場）が荒れて現在，墓地へと転用されて

しまった」などという例ともに，「墓地が現在，居住地になってしまった」との

記述がみえる。これについては，再度後述する037) 

(2）参詣の諸慣行

筆者はすでに様々な機会に，マムルータ朝期以前の「死者の街」参詣慣行に

ついて，歴史的民族誌の蓄積と考察を行ってきた。制そこでの議論は多岐にわ

たるが，その際のデータ中にあらわれた主要な慣行を指標にして， Yαshtamil

の検討を試みたい。そして，結論から先に言うと，聖墓参詣慣行一般は同著の

中からも十分に窺い知れる。それは「この墓は現在まで参詣される」，あるいは

「この聖廟は参詣者で大変混雑している」，「人々が殺到しているJといった記

述からも明らかであろう 0S9) また， Mu~tafa 'Ali, Kabrit, al-Nabulsi, al・

Khiyari, E.Celebiら当時のエジプト旅行者の記録も総合して判断すると，エ

ジプトの参詣スタイルを特徴づける集団参詣も依然として存在していたと推測

されるが，この点に関する Yashtamilの記述は希薄である。ω

以下，参詣の諸慣行について個別に見てゆくと，まず，墓への接吻や体のこ

すりつけ，腰掛けを禁ずる記述がハディースの引用という形で見られる0~I) ま
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た’サイイダ．ナフイ一サ廟への参詣者は定型化されたドウ 7一（祈願）を唱

えることが要請されていたものと思われる。42

次に，墓へのナズル （nadhr願掛け・供物）も盛んであった。具体的には，

香，サフラン，ロウソ夕立て，油，ランプなどを供物して願掛けを行っていた

例を，再引用によってだが見出せる。ωそれとも関連して，墓で光が見えるとい

う報告がやはり繰り返されおり，これは墓に献灯する慣行の結果と考えられよ

う。この慣行は，光のともった被葬者の美質・奇蹟の文脈で解釈することも可

能と思われる。“｝

一方，祈願成就 (ijabaal-du‘ぎ）という概念の重要性，祈願成就をめぐる慣

行とそれに対する参詣者の心性は，このオスマン朝統治初期にあっても依然，

持続していたo 筆者が以前， 12～15世紀の死者の街参詣の書を分析した際に

は，参詣者にとって最も関心が深い事項がこの「祈願成就」であり，少なくと

も書かれたレヴェルにおいて，生前もしくは墓中の聖者はアッラーに参詣者の

案事を「執り成す」だけであり，それを最終的に叶えるのはアッラーのみであ

るという心性構造が見られたのである。それゆえ，各参詣書は祈願成就する場

所について克明に記録していた。叫

Yash加milにおいても，のべ25ヶ所以上の場所が祈願を叶えると明示され

ている。特に， Sayyidaλminaの聖廟（mashhad）と Asmahint‘Abd al・

'Aziz聖廟との聞に立ち， Kawmal-Manam （丘）を背に（ムカッタム）山に面

して案件を祈願すると成就する，と言う箇所は，自らの意見として注記してい

る。附しかし， これは以前の参詣書に比べかなり少数となっており，ここにも

Yashtamilの非実用性があらわれている。そして，生前から人々の祈願を叶え

ていた聖者に至っては，名前こそ挙げているものの，ほぼマムJレーク朝以前の

例である。加えて，シュアイピーはハディースを引く形で，祈願のとくに叶い

やすい時季，叶う祈願の種類を挙げていた047) 

祈願成就のメカニズム中にあって，聖者・被葬者によるアッラーへの「執り

成し shafa'a」概念、もこの時代，依然として重要な役割を果たしていた。船その

中で，『クルアーン』のヤー・スィーン（第 36）章を詠んだ者に対する同章自体
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によるアッラーへの執り成しについても，やはり引用がなされている。掛さら

に，クルアーンを詠んだり，日々の善行に対するアッラーからの報奨

(thawab），およびそれを他者に贈る例もやはり見出せる。刷

墓地への居住が，決して近年のみの現象でないことは先に触れておいたが，

シュアイピーによるとそれはすでに 2/8～9世紀から始まっていたという 051) 

ナープルスィーの旅行記によれば，オスマン朝統治初期に，カラーファのイ

マーム・ライス廟付近にはハーラJ::iara（街区）と家並みが拡がっていたとも報

告される。ω これ以外にも，同時期に墓地が居住空間へと転用された例を挙げ

ることが出来る。却さらに，カイロ周辺（カラーファやナスル門外墓地）を舞台

に，この時代も移葬が行われていたことは注記に値しよう。同

以上， Yashtamilにあらわれた参詣慣行を概括してきたが，それ以前の参詣

書に比べ残念ながら，本書は参詣慣行に関してはあまり多くの情報を網羅して

いなかった。むしろ，オスマン朝期に関しては旅行記の情報の方がはるかに

ヴィヴィッドな参詣慣行の記述を残していたと言える。 Mu~tafa ‘Ali (1599年

参詣）， Kabrit (1039/1629・30年参詣）， al-Khiyari (1083/1672・3年没〉， E. 

Celebi (1080/1670年頃参詣）， al-Nabulsi (1114/1702年参詣）らは，実際に死

者の街の集団参詣に参加し，その模様を活写していた。なかでも，ナープル

スィーは聖廟内の情況を克明に綴っており，例えば，毎週金曜礼拝後にイプ

ン・アル・ファーリド廟では，故人の詩をもとに歌と踊りのハドラが繰り拡げ

られていた。参加者は気に入った箇所で「もう一度！」と声をかけることがで

き，すると他の参加者もそのフレーズを繰り返すといった，うねるような熱気

と異様な陶酔が描写されている。制

(3) カラーマ Karamat（（奇蹟・美質）

ほとんどの被葬者に関して， Yashtamilではそのカラーマへの言及が見られ

る。しかし，テクストの後半部にゆくに従って，その（故人の）カラーマは多

いとだけ記し，カラーマの内容を略す傾向が見られる。それでもなお，本書に

おいてもカラーマの重要性は指摘できょう。ただし，それ以前の参詣書に比し

-14-



て，カラーマにも具体的設定・庶民生活のプロットが少なく，より抽象化の傾

向が窺える。

Yashtamilに描かれるカラーマの内容についてみると，病いの平癒，地面収

縮，水上歩行と空中浮遊，変質の術，創出諦，渇水諌，透視，異類諦，不在の

探知，改宗諌，改俊語，食物語，金銭諒，護身，死後の奇蹟，夢における預言

者ムハンマドや天国の美女J:Iural-'Aynと交流などが挙げられるo さらに，学

識，芳香，粗衣，世間からの隔絶，イスラーム的善行なども語られている。こ

れらすべては，筆者がこれまで四参詣書を分析する過程で抽出してきた諸範鴫

に含まれこそすれ，それから逸脱する例は見られなかった。刷

3.結びに代えてーその後の参詣史料の展開見通しを含めて一

Yashtamilはハディース保持の有無を指標にして参詣対象を再構築すると

いう新たな試みであり，その成否は別として，評価するとすればまずこの点で

あろう。同時に，死者の街の地誌，参詣の償行，そしてオスマン朝期の口頭伝

承という点においては大いに物足りなく，以前の参詣書に比べ格段に劣ると言

える。

そのような中にあっても，シュアイピーの参詣書および他史料からは，著者

の時代における参詣慣行の潮流の大きな変化は依然，窺えなかった。同様に，

参詣の慣行と旅行記等に見られるマウリド（聖者生誕祭〉の隆盛は，】＇ashtamil
において全く連関してこないのである。これについてはマウリドの側からも，

精織な再検討を要しよう。

すなわち，オスマン朝統治初期の死者の街，およびその聖墓参詣慣行に関し

て探究するためには， Yashtamilだけでは不十分であると結論せざるを得な

い。とくに，建造物，宗教施設などの考察には地誌や年代記が有効であろうし，

参詣慣行については旅行記の記述が役立つo さらに，支配者層と死者の街との

関係については年代記の精査が不可欠となろうo そのなかでも，写本の形で多

く残存するアラビア語年代記群， E.Celebiの旅行記に代表されるオスマン語史

料は最たるものである。これらの分析結果を手懸りに，イスラーム法廷shari'a
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文書，および各種法学書，スーフィ一関連書を併せ援用することによって，今

後より総合的な検討が可能と考えている。また，オスマン朝という語がYasht-

a milの全文中わずか2ヶ所しか登場しないことの意味をも含め，同朝の存在

をエジプト社会史の枠組みの中でいかに位置づけるのかも関われてこよう。

最後に，以上のこととも関連して，シュアイピー以降の参詣史料の見通しに

ついて付言しておきたい。現時点の筆者の仮説では，その後，幾つかのジャン

ルへと機能分化しつつ展開してゆくように思われるのである。参詣書自体の展

開としては，前出パリ INALCO(Bibliotheque interuniversitaire des Ian-

gues orientales）所蔵写本 UntitledIndex of Saints’Tombs in Cairo （著者不

詳）や，ハサン・カースィム（今世紀初頭のエジプト人学者）が最後の参詣書

とする al-Sukkari(18世紀）のものが挙げられるが，前者がわずか 16葉，後者

が49葉とそれ以前のものに比べ極端に短くなっている。町内容的にも，墓のリ

スト的記述に徹しており，参詣慣行やカラーマの記述，民族誌や聖者伝的要素

を失ってゆく。 その意味では， マクリーズィーの影響の濃厚な lbnAbi al-

Surur al・Bakri(1060I1650年没）の地誌作品や著名な‘AliMubarak (1893年

没）の『新地誌』中のカラーファの記述に近づいてゆくと言えよう。開

他方，アフル・アル・バイト（Ahlal・Bayt，預言者ムハンマドの一族，その

範囲には幾つもの解釈がある）とその子孫の美徳，およびその墓への参詣につ

いては，独立した書が編まれるようになってくる。それらは， al・Ujhuri(1784 

年没）， al・Qal'awi(1815年没）， al-Shablanji (1883年没）， al-Jumzfn・i,al・

Mushki, Aりmadb. Muqaybalへと速なる系譜である。これらの内でもさら

に，力点を預言者一族の美徳に置いたものと，墓参の方に置くものとのニュア

ンス差が認められる。制そして，これらの著作は普通，他の著名聖墓にも言及し

ていた。また，これらは他の『聖者列伝J，『聖者のカラーマ（美質・奇蹟）集』

ともジャンル上近接しており，部分的には情報の交換を行っていた。この端的

な例はナプハーニ－ al・Nabhaniが聖者のカラーマを中心に集録したJami'

Karamat al・Awliya’である。

さらにこれらの著作活動と表裏一体のこととして，ヒジュラ歴 1000年代前
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後に Murshid や Mi~baf!, など，以前の参詣書が頻繁に書写されている点も見

逃せない。しかも， Murshidなどのように，著者没後に何者か（あるいは書写

者自身）が基数を増やして記述を加えた形跡が明白な例もある。このことは，

以前の参詣著作が依然として参詣の手引書として有効であったり，むしろより

良きものとして使用されていた可能性を示唆していようo実際のところ，少な

くともマムルータ朝以前の基に関しては，位置と形状，故人のエピソード，参

詣慣行など，いずれの知識量をとっても以前の参詣書の方が圧倒的に凌駕して

おり，著名聖墓は十分に網羅できたはずである。
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Murshid: lbn 'Uthman, Murshid al-Zuwwtir ilci Qubur al-Abrar, MS.Dar al-Ku tub, Ta’rikh 
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al-Mushki, Miza Muhammad : al-'Adl al-Shahfd fl TalJ,qfq al・Mashdhid,al・Qahira,1327 A. 

H .. 

Mu害t.afa'Alf: Mu干伊舟・'.Ali'sDescription of Cairo of 1599, tr. Tietze, A., Wien, 1975. 

Nas.加q: Ibn lyas, Ki凶bNashaq al-Azhdr ff 'Aja 'ib al・Aq雌r,MS. British Library Or.7503. 

al-Qal'awi : Masha.hid al-Safaβ al・Madfunfnbi-Misr min Al Bayt al-M時伊ifa,Ms. Dar 

al-Kutub al・MisriyaTa’rikh 2136. 
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事riya,Jughrafiya 457. 

al-Shablanjf : Nur al・Absiirfl Maniiqib Al Bayt al-Nabf al-Mukhtiiにal・Qahira,1948. 

al-Sukkan，・Alib. Jawhar; al-Kawkab al-Sayyar ila Qubar al-Abrar. al-Qahira, 1992. 

Tu事:fa: al-Sakhawi, Tul;ifa al-AIJbtib wa-Bughya al-Tul師bff al・・Khi桝 wa-al-Maziirat

wa-al-Tarajim wa-al-Biqa' al-Mubtirakiit, ed. M. Rabi' & tJ.Qasim, al・Qahira,1937. 

al－巧hun:Mashiiriq al-Anwar fi・mandufina bi-Misr min Al al-Bayt al-Athar, MS. Dar 

al・Kutubal・Mi手riyaTa'rikh 3279. 

Yashtamil: al-Shu'aybI, Kitab yashtamil 'ala Dhikr man dufina bi-M匂Twa-al-Qiihira min 
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註

本稿は MediterraneanWorld vol.15,1998，所収の拙稿“A Note on the Disregarded 

Ottoman Cairene Ziyara Book”を補訂したものである。また，その一部はすでに京都大学

東洋史研究会大会 (1996.11.3）において「オスマン朝期カイロの「死者の街」研究序説Jと題

して口頭発表している。当日貴重なコメントを下さった方々にここで厚く御礼申し上げる。

1）拙稿「エジプト死者の街における聖墓参詣一一12～15世紀の参詣慣行と参詣者の意識

一一」（『史学雑誌』第 102編・第 10号， 1993年）， 1-49頁，“TheManners,Customs, 

and Mentality of Pilgrims to the Egyptian City of the Dead : 1100-1500 A.O., 

(ORIENT vol. 29, 1993年）， 19-44頁， 「12～15世紀・エジプトにおける死者の街

ーーその消長と機能の諸相一一 J(『東洋学報』第75巻・第3・4号， 1994年）， 161-202 

頁，『エジプト死者の街と聖墓参詣－12～15世紀の事例をもとにー』（東京大学提出博

士論文， 1994年 12月）。なお．これらの執筆にあたって筆者はCh.TaylorのPh.Ddis-

sertation, The Cult of the Saints in Late Medieval Egypt (Princeton University, 1989) 

を活用できなかったが，同論文は筆者と同じくエジプトの参詣脅を扱った研究であり，
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分析の方法と視角は筆者と異なるものの，幾つかの歴史事実に閲しては先行する記述が

なされていたo
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3) Y.Ragib，“Essai d’inventaire chronologique des guides a )'usage des pelerins du 

Caire", REI, vol.16, 1973, pp.259-280に筆者の調査結果を加えた。
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68, Kj0benhavn, 1869など。
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lfizb al-Fat，事wa-al-Naja事，別名Fat，事al-'.A臼mwa-al-G加1ybbi-Shar，事Wirdb. Shu'ayb, 
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